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研究会報告
第5回 『非平衡系の統計物理シンポジウム』プログラム
開催日程 :1997年3月3日 (月)- 5日 (水)
開催場所 :筑波大学 大学会館特別会議室









13:45-14:30 清水 明 (東大総合)
非平衡統計物理学の舞台としてのメゾスコピック系


































18:30-20:30 懇 親 会




09:30-10:15 首藤 啓 (関西学院大)
カオスとトンネル現象
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｢第5回 『非平衡系の統計物理』シンポジウム｣
ポスターセッション･プログラム
1.林 正人 (京大理)
量子純粋状態の統計的推測における大域的大偏差型評価
2.松本啓史 (東大工)
量子推定理論による熱平衡分布の導出
3.井上 啓 (東理大理工)
量子teleportationのチャネルによる定式化
4.今給黍 隆 (筑波大物理)
柴田 ･橋爪のLangevin方程式はStratonovich型かIto型か?
5.印出井 努 (筑波大物理)
泡箱内粒子軌跡の番犬効果一量子確率過程によるアプローチー
6.飯田一浩 (NEC基礎研)
物理的に実現可能なシステムを得るには
7.関 和彦 (物質工学研)
双極子緩和過程に対する場の揺らぎの時間相関の効果
8.ブランデス トピアス (東大総合)
ASpinModelforDephasingandLossofInformation
9.鎮目浩輔 (図情大)
量子古典対応とデコヒーレンス
10.笹本智弘 (東大理)
反応拡散系mA+nB- ¢の普遍的性質
ll.坂口文則 (福井大工)
｢位置｣と ｢運動量の有理関数｣の同時測定の作用素測度とそれに関連
した2種類の相対エン トロピーについて
12.本地 巧 (湘北短大電情)
カオス力学系の トポロジカルな取り扱い
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